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地域経済における研究所･企業の役割 



























































































































































































































     b．防災教育のカリキュラム開発 
     c．災害に強い街づくり 
     d．住民への講演会など情報発信 
     e．災害関連情報・資料のネットワーク化 
②災害時 a．学校が防災拠点になるための研究 
     b．大地震時における和歌山県下災害の予測 
     c．災害緊急時避難･救援体制に関する研究 
     d．災害時の生活用水確保に関する研究 
③災害後 a．復興のための政策･法制度の整備 
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図表６ 和歌山大学防災教育プログラムの講座内容 



















































































































 防災教育他を行っている日本のその他の大学に、①京都大学防災研究所（21 世紀 COE 教育
の一環としての防災講座）、②富士常葉（とこは）大学（日本初の環境防災学部 2000 年１学
年 150 人）がある。また③米国には FEMA（Federal Emergency Management Agency、連邦緊
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（１）事業継続計画（Business Continuity Program） 
 企業が自然災害リスクにより事業の継続性に重大な影響を受ける場合を事前に想定し、で
きるだけ中断期間を短くする計画やそのための管理を検討する重要性がいわれ始めている。
これを事業継続計画（Business Continuity Program、以下 BCP）あるいは事業継続管理








































動も決めている（日本経済新聞、2005 年５月 30 日）。 
このように BCP を通じ、企業は単に自社企業の価値保守のみではなく、「安全、安心な地域
づくり」という視点からの役割を担う可能性を持つことができる。勿論、最終的には企業経
営者の企業理念や企業使命はこうした活動の現実化を決めるものである。またここで検討し
た BCP は、営利企業のみならず非営利組織および大学などすべての組織に適応可能なコンセ
プトである点を最後に指摘しておきたい。 
 
 
